


































国 広 哲 弥
れからは私の無知をさらけ出す話になるのである
が､これを聞いた時､｢遠いところをはるばるよ
く来てくれたブコ｣という文字通りの意味にとって､
それ以上のことは考えなかった｡しかし今にして
思うと､ひょっとすると二人の親友はこの言葉に
何かほかのニュアンスを込めていたのではないか
という疑問が生じるのである｡それというのも､
ある日 『小学館ランダムハウス英和大辞典第二版』
の ẁay'の項を見ていたら､イディオムとして
Ỳou'vecomealongway.'という句が出て
いて､これは ｢君は大物になった｣という意味で
あり､アメリカのタバコVirginiaSlimsの標語
であると説明してあったのである｡フィルモアさ
んが私たちの前で何度も感慨深げにこの言葉を繰
り返していた時､寓太郎さんはこの裏の意味を込
めていたのだということを匂わせていたのではな
いだろうかと思うわけである｡私たちもその事に
気付いて､何らかの反応を示すべきではなかった
だろうかと､自分の無知を恥じている｡今度フィ
ルモアさんに会ったら尋ねてみたいと思っている｡
橋本寓太郎さんの独創的な碩学ぶりは､その著
書 『言語類型地理論』(弘文堂)と 『現代博言学一
言語研究の最前線-』(大修館書店)を読めば分
る｡私は年来､一度読んだ本は再読しない人間な
のであるが､この 『現代博言学』だけは例外で､
いつも暇があったら再読したいと狙っている｡そ
こに見られる考察のしかた､博読に基づく思いも
かけない情報の提供などの研究態度 ･方法が魅力
的である｡寓太郎さんは､若い頃､魯迅のような
口ひげを生やしていたが､これも魅力的であった｡
口ひげの似合う日本人というのは非常に少ないが､
寓太郎さんは例外的な存在であった｡
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